An Annual Report on the Committee of International Studies 2013 by 工藤 泰三 et al.
平成25年度　国際教育推進委員会活動報告
著者 工藤 泰三, 石井 克佳, 加藤 衛拡, 小林 美智子, 
福原 行也, 金城 幸廣, 建元 喜寿, 今野 良祐, 高
良 正輝
雑誌名 研究紀要
巻 51
ページ 53-58
発行年 2014-07
その他のタイトル An Annual Report on the Committee of
International Studies 2013
URL http://hdl.handle.net/2241/00123695
国際教育推進委員会
工藤泰三・石井克佳・加藤衛拡・小林美智子
福原行也・金城幸康・建元喜寿・今野良祐・高良正輝
近年各方面で声高にi叫ばれているグローバル人材の養成を目指し、筑波大学的属坂戸高等学校では学校の
特長を生かしながらさまざまな|王!際教育・ ESDの取り組みを行っている。これらの取り総みは実を結ひ、つつ
あるが、活動を通しての生徒の変容の測定においてはまだ課題が残る。
キーワード:国際教育 E S D (持続発展教育) 校外学習 教科「匡1祭J ユネスコスクール
1. はじめに
筑波大学13付属坂戸高等学校(以下司斗交J)では、平成
20年に校内の国際教育推進委員会 (Commi社民 of
Intemational Studies、以下 1CISJ)を設置し、それ以来本
校独自の取り組みである「国際的視野に立った卒業研究
の支援プログラムJをはじめ、インドネシア・タイ・台
湾などにある学佼との交流、ユネスコスクールへの加盟、
判交設定初~I， I1君!深Jとその科呂の設置などを通して、
総合学科高校だからこそ可能である多角的な国際教育の
あり方を模索しながら、次の3つを国際教育の基本コン
セプトとして国際教育を折挫している。
① r 3 F Jで終わらない、深みのある国際教育を:
Fashion， FoodラFestivalをネタにして盛り上がるだけの「そ
の場限りの交流会jにとどまらず、「矢口る」から「考えるj
へ、そして「行動するjへとつながる活動にしたい。
②本校の、あるいは総合学科の特長を活かした国際教
育を:総合学科高校だからこそ持ちうる農業・工業・家
庭・福祉0'布業などのいわゆる専門教科の知見を活かし、
各桝の教員が連燐しながら多面的に進める活動を実践
していきたい。
@-一部の教員だけが関わるのではない、たくさんの教
員が関わる国際教青を:特定の教員のみが進めるのでは
なく、教科の枠を超えて、より多くの教員が主体的に関
わる国際教育を展開していきたい。
本論では、これらのコンセプトに基づき、通常の授業
の中で、あるいはその自的を達成するための手段として
行事を設けるなどしながら国際教育に取り組んでいる。
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さらにCISでは、近年ようやく認知度が高まってきて
いる ESD(持続発展可能な社会づくりのための教育:
Education for Sustainable Development)にも力を注いでい
る。ESDと国際教育は切っても切れない!笥柄(図1参照)
であり、匡"探教育に関する活動を行う際はESDの視点が
欠かせない。実際、文部科学省 (2005) においても、 [~I
I~ 1 ESDと国際教育の関係
(料交の第16回総合'有司研究大会資料集より)
際教育は「国i深化した社会で¥地球的視野に立って、主
体的に行動するために必要な鶴支・能力の基礎を育成す一
るための教育Jと定義されており、国際教育においても
単に「外国のことを知るJにとどまらず、生徒の視野を
広げながら、これからのグローノくノレ化社会において日本
人を含む世界の人々が平和に暮らせるために自分たちは
何をすべきか、どう生きていくべきかを生徒に考えさせ
ていく取り組みをしてし可かなければならない。この思い
を具体化するものとして、オ寸交では次節以降にあげるさ
まざまな取り組みを行っているのである。
2. 平成25年度の本校における具体的な活動内容
2.1. 密際的視野!こ立った卒業研究の支援プログ、ラム
I)可或20j=!三度よりヨ訪包しているこのプログラムは、 3j~三
次の判刻:旨定必)夜{I_t科目「卒業研究Jで、国際的なテーマ
を扱う研ヲEを行う(または行おうとしている)生徒に対
し担支持Jl費の援助を行うものである。 20年度から 24年度
までの5j~:_:_1二百で計 29!(:'1 の生徒がこのプログラムに応募し、
うち8名の生徒をl引率教員とともに海外の各国へ送り出
してきたが、 25年度においては2j:j三次生を対象に募集し
た結果、 5!(:'lの生徒が応募した。なお、それぞれの生徒
の研究テーマと応募理由は下記の通りで
1 平成25年度際的視野に立った卒業期ヲヒの支
援プログラム」 応募生徒の研究テーマ一覧
生徒 研究テーマ j之;手足J1Fl!
公)刊誌ーを 4つ持つ|訂JI主iにおいて成果を
シンガポー
i二げている英語教育を、現地の人々の
A ルの英:21教
生活とのかかわりを考慮に入れながら
I'J 
市M査する
オリンピッ 報奨金が最も高し¥と言われるシンガポ
ク幸f~奨金か ノーレlこ焦点を当て、!司匡iにおけるスポ
13 
ら見る各国 ーツの夜り方と B~(史・経済との関わり
の を考える
アメリカで;fJ'わ，~/してし\る ESL(English 
as a Second Language)プログラムを
1-]本lこJSL 調査し、 I~I 本における日本在住の外国
C 
を導入する 人のための JSL(Jap担1eseas a 
Second Lal1guage)プログラムの導入
方法を考える
げザタトの製薬会社をiジの成分や種
j見~~と 'M~ 入
類、安全性テストの内容などを調査す
D j芸作物の安
るとともに、現地の農家の人々が持つ
全'-'1: j支~f吏j羽へのを訊jべる
タイで行われている日本語教育の実'n1t
タイの|二iオメ を調査し、タイで1::1本両手女育が行われ
E 
zi-教育 教r:~î不足などの!ご問題点など
について考察する
CISにおいて「海外へのむ駒Uこより卒業研究の深化が
十分期待できるかJI費用に「問題はなしゆっ「実現可能性
は+-分かjなどの観点から書類及び各生徒によるプレゼ
ンテーションにより選考を行った結果、生徒 A・C'E
の3!(:'Iを支援対象とすることに決定した。生徒Cは 1月
にアメリカに、生存在A'Eは2月にシンガポール・タイ
に閥抗し、現j也の学校(中学:校・高校・大学)などを訪
間し調査活動を行った。なお、 3名の生徒の活動につい
ては、本校ヨヨ庄の第 17回総合学科研究大会 (2014年 2
月20・21 I=l) において生存在たち I~l 身が報告を行ったO
アメリカでESLの完擦を見学する生徒C
2.2. 高校生国際ESDシンポジウム@坂戸2013
これまで本校と交流ヨ弓去を持つ海外枝との交流を深め
て生徒の際的な視野を広げるとともに、ド同涜発展可能
な社会を目指して地球\~I<J~J，kl芭に主体的に取り組む姿勢を
瓶養することを目的として、 3ヶ!主I5 1交の生徒・教員を
招待し、本校の生徒・教員とともにザ?続発展可能な社会
づくりに向けたシンポジウムを開催した。このシンポジ
ウムでは各校の生徒によるプレゼンテーションやディス
カッションとともに、本|交生徒によるiヨ本文化紹介、海
外生徒による各国の文化紹介も行い、生徒|司てとの相互交
流を深めることができた口また海外からの参加者(教員・
生徒とも)はオ寸交生徒の家j廷に3泊4I=lのホームステイ
をし、校外でも異文化現拍手を深めた。
昨年度の「高校生国際ESDシンポジウム@坂戸・つく
ば2012Jでは筑波大学j謝村支や|干ピンターが主催する「国
際農学ESDシンポジウム」と関連付けての開催だ、ったた
め、参加]生徒によるプレゼンテーションのテーマを環境
問題に限定していたが、今回は同シンポジウムとは関連
付けずヰ.~虫での開催としたため、環境問題に限らず、持
続発展JI能な社会づ、くりに結び付くテーマで、あれば扱う
問題は限定しないこととした。しかしながら、昨年度は
環境問題に限定したシンポジウムで、あったこと、また環
境問題は具体的に扱しUヤずし¥テーマで、あることから、今
年度も環境1=I:¥=jJ習を扱う学校が多かった。参加校および各
校のプレゼンテーションのテーマは次の通りで、あったO
e 筑波大学i開高坂戸高等朝交(I=l本): I高校生の地
球的課題への関心と海外留学への関心を高める
取り組み」
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e ボ、ゴーノレj長科大学15付属コルニタ高等学校(インド
ネシア): 1手軽にできるゴミの再利用j
窃 ワタナー・ウィタヤー・アカデミー(タイ): 1校
内で、行っている環境改善のための取り組みとそ
の成果J
@ フィリピン大学附属高等学|交(フィリピン): 1ヒ
マワリの葉を使ったフザリウム立枯ru丙の予防j
/1グアバ葉の抽出物を利用した1fTL拡引直の抑制J
φ 林業省林業教育センタ寸前属高校カデ、イパテン
校(インドネシア): 1カディパテンにおける環境
の悪化とその改善のための取り組みJ
@ カセサート大学15付属高等学1交(タイ): 1活出炭や
i酸化チタンを用いた水質浄イ七j
高校生国際ESDシンポジウム@坂戸2013
プレゼンテーションーセッションのキ菜子
お互いの冨の文化も紹介しあう
(写真はフィリピン大附属高チーム)
各校からのプレゼンテーションの後には、「持続発展可
能な社会づくりのために高校生ができることJをテーマ
に参加者によるパネノレテfイスカッションを行い、各校の
生徒はそれぞれが持つ考えを共有し、その経験をそれぞ
れの国に持、ら帰ってさらなる取り組みにつなげることを
誓い合った。
なお、本シンポジウムは「日.ASEAN友好協力40周
年J記念事業として外務省に認定された。
2.3. 学校設定教科「国際jの実践
料交では平成 23年度入学生の教育課程より、学校設
定初ヰ「国際平I'Jを設置し、本(交の国際教育の核を担う
べく F記の 4 科 I~! を設けている。 24 年度に 2 年次科目の
2つがスタートし、続いて25年度には3年次科医も合わ
せ4科iヨすべての実践が始まった。
• 1国際社会J(2年次jお宍):英文記事の読解を通
して世界の諸相に角封凡るとともに、日本・外国文
化や国際的?必芭についての調査および英語での
プレゼ、ンテーション活動を行い、国際的な乱題に
対して考察・行動するための基礎を養う。なお、
詳細についてはココ藤・塗田 (2013)を参照された
し¥。
• IDiscussion & DebateJ (2年次選択):日本語
-55-
およひ\:9~諾によるディベート・ディスカッション
活動を通じて、多文化共生社会の中で、諸課題に対
して主体的に考え行動するために必要な議論・討
論のスキノレを身につける。なお、本科目の詳細に
ついては本研究j改において別途紹介する(工藤
(2014) )。
• IGlobal StudiesJ (3年次遡穴):現代の世界に
生じているさまざまな問題について、ゲーム・議
論・作業・レポートや小論文の作成(コンクーノレ
への応募を含む)・初代の活動・海外生徒との
交流活動など具体的な活動を通して多角的・多面
的に考察する。
• 1比較文化論J(3年次選宍):日本の文化と諸外
国の文化のいくつかを取り上げ、「衣・食・住J1聖
と俗Jなどをキーワードに多角的・歴史的・思想
的に比較することを通して、「芸術とは何かJ1文
化とは何かJ1現代文明とは何かJなどについて
考察し、柔軟な思考力・表現力・発表力を身につ
ける。
2.4. ;毎夕持交外学習の分散実施
2年次生対象の泊外への校外学習の泌ij1i:先を、従来の
160 f=1全員が lか所に行くというJlラから、 25年度には3
ヶ所に分かれて行くという形に改編して実施した。クツレ
ープの規模を小さくして生徒 A人一人の活動へのI~{~わり
を深めながら、 11手外の交流校との交流を制緩cl~l守なものと
し、かっオ斗交生徒と現J:也校生徒との|お働学習活動を実現
することがねらいで、あるO
25年度に校外学習を実施した国・j出或とそれぞぞ、れのグ
/レ一フOの主な活活iY弱動酬Lジ訪剥!J加I内j大村王守j容は次の通りで
ついては本均研研FヲE訴品紀己要において月矧別i可Jj途全述べる (今野.
工藤 (2014)。
@ オーストラリア(参加者95名): 2泊3日のファ
ームステイ、ケアンズ市内でのクイズウオークラ
リー、アボリジニ文化体験、またオプションでキ
ュランダ高原やグリーン島などの観光を行った。
@ インドネシア(参加者10名):本校の姉妹校であ
るコノレニタ高校の生徒宅で、の3泊4日のホームス
テイに)]1え、ボゴーノレ市のゴミ処分場、グヌング
デ、パンランゴ国立公園、タマンサファリなどの視
察をコノレニタ生とともに行い、成境問題について
学びあったO
@ 台湾(参加者55f=1) :本校と交流実績のある新民
高級1=1=1学(台中市)生徒宅での2泊31ミ!のホー ム
ステイに加え、新民高中の授業への参加、 1ミi本
と台湾の自然J1し¥のちを守る防災のあり方J1漢
字文化jの3つをテーマとした協働学習などを行
った。
2.5. その他の国際教育活動
これまで紹介した活動に加え、材交では多面的・多角的
なII際教育の展開のためにさまざまな活動を行っている。
主なものを下記に挙げる。さらに細かくは資料1を参照さ
れたい。
@ ユネスコスクールとしての活動:2005年から日本
の提案によって始まった iESDの10年Jは2014
年に最終年を迎える。同年にはi青山県においてESD
にI~JJする政府閣僚級国際会議が開催されるととも
に、 1止界 33カのi喜i1交生による第三語義も予定さ
れているが、その準備として催された「第2回アジ
ア・太平洋高校生 ESDフォーラムJに本校生徒 2
-56-
名が参加し、他校生徒と交流をしながら ESD活動
への恐拍手を深めた
@ 留学生の受け入れ:24 1:1三 9 月 ~25 年 7 月にスイス
から 1 名、 251~三 4 月 ~7 月にド、イツから 1 名の留学
生を受け入れ、 i司9月からはもう 1名のド、イツから
の留学生が本校で守主んでし¥る。また?立期ではあるが、
25年10月 ~11)れこは前述のコノレニタ高校から 3名
の生徒が約 1か月間、 261=1三1月には(社)協力隊を育
てる会主催(ライオンズクラブ後援)のインドネシ
ア・ 1=本学生交祝日手業の一環として国立マタラム第
一高校の生徒10名が 1週間本校に出拍ーした。外国
からの生徒が日常の学オ交生活を本校生徒とともに
過ごすことにより本校生徒の異文化受容力を高め
ることができるとしづ期待のもと、今後も積極的に
外|主!からの留学生を受け入れていきたいと考えて
し1る。
@ 本校生徒の留学の拍:進:241:三度からアメリカに留学
していた生徒 1名が25年夏に帰国、広幸良q:氏にコメ
ントを書いてもらったり、後輩の授業で話してもら
うなど協力してもらうとともに、 %J述の「高校生国
際 ESDシンポジウムjでは発表者として参加して
もらったD現在は1名がニュージーランドに留学中、
加えて 11~三次生 1 名が 26 年 3 月から、もう 1 名が
7月から同じくニュージーランドに留学予定である。
さらには、卒業後に海外の大学に留学すべき準備を
進めている 3年次生が2名現れるなど、生徒が「海
外での学び」を現実的に意識する雰囲気が高まって
いる。
@ 教員のj主I1劇的活動 :5月にはインドネシアi攻j河、ユ
ネスコジャカノレ夕、 KOICA(韓国国際開発杉矧常)
主{慌の GreenSchools Asia Regional Workshop 
(於:インド、ネシア・ジャカルタ)に料交教員2名
が参加し本校の ESD活動について発表を行ったO
また 12月には第 5IEJユネスコスクール全国大会
(於:東京都多摩市)に3名、今後参加i予定のユネ
スコ主催 iESDRice ProjectJに向けたワークショ
ップ(於:タイ・アユタヤ)に1名が参加するなど、
教員も積極的に国際教育.ESDの実践のための活動
をわ二っている。
@ 国際教育活動の効果の検証:Ilf-;tJ高明交教育局プロジ
ェクト研究4i子供の国際的資質を育てる実践J0宝
長:甲斐雄一郎総受)において、オ寸交で潟j包してい
る市夕刊交外学習の効果を賢官阪調査(おj包前と知j包
後にi司伎の調査を行うことで
より検証する作業を進めている。今後は校外学習の
みならず、さまざまな国際教育活動が生徒たちにど
のような変容をもたらしているのか検証を進めて
し¥きたい。
3. おわりに
CIS が発足して 6~三が経過した。これまで ClS 委員の
みならず校内外の多くの先生方・生徒たちに協力をいた
だきながら多様な活動を行ってきた。多くの皆様への感
謝を申し上げるとともに、今後も多くの人々とのつなが
りを大事にしながら、より一層のI~際教育 .ESD の発展
にj示、力していきたい。
今後の最も重要な熟題は、それぞれの活動が生徒にど
のような変容をもたらすのかを明らかにする研究を進め
ることであろう。国際科の各科自の実践や校外学習の分
散実jj旬Fこついては研究が進んでいるが、 íl~際的視野に立
った卒業研究の支援フ。ログラム」や「高校生国際ESDシ
ンポジウムJなどの取り組みについては、卒業後の生徒
たちの活動を追跡守周査する必要があり、今後の研究の進
展を自ら期待したい。
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{資料 1]平成25年度捺教育.ESD活動…一覧
4月 「世界一大きな授業JGlobal Studiesで実施
ら月 Green Schools Asia Regional Workshop (GSARW)教員発表
6月 AL了を活用したイングリッシュルーム〈思休み@放課後等〉の開始
6月 国際ソ口プチミスト埼玉第アロユース@フォーラム生徒出場
ア月 スイスからの留学生 (1年間トドイツからの留学生 (3か月間〉帰国
ア月 3年生1名アメリカ留学 (1年間〉から帰国
8月 国際ソロブチミストアメリ力第8回日本東Ijジョン@ユース@フォーラム 生徒出場
9月 ドイツからの留学生来校 (2014年7月まで〉
9月 2年次総合「インドネシア班」インドネシア@ショッブ禁明祭出j苫
9月 Uniqlo I服のチ力ラ@プロジェクトJ54箱2000義以上の服を校内で回収@発送
10丹 「高校生ESD国際シンポジウム@坂戸2013J開催
10月 姉妹校コルニタ高校から3名の留学生が来校 (4週間〉
1 1月 「国際ユース作文コンテスト(五井平和財団@ユネスコ共催)J入糞
1 1月 生徒有志がフィリピン台風被害に対する募金活動を実施
12月 「第5[Q]ユネスコスクー jレ全国大会」 教員参加
12月 2年次海外校外学習 初の分散実施〈オーストラリア、台湾、インドネシア〉
12月 ACCU IESD Rice Projectワークショッブ inアユタヤj 教員参加
1月 「国際的な視野に立った卒業研究支援プログラム」 生徒@教員がアメリ力渡航
1月 巴本教脊新聞に本校のESDの取り組み記事が掲載
1月 口ンボク@マタラム第一高校(インドネシア〉短期留学生来校 (1J畳間〉
1月 JICA主催 IJICA高校生エッセイコンテスト」入糞
1月 世界銀行主催「第4回中高生開発;妥協標語コンテスト」入費
2月 「国際的な視野に立った卒業研究支援PJ 生徒@教員がタイ&シンガポール渡航
第17口総合学科研究大会〈本校主催〉生徒@教員発表
2月
〈分科会C I総合学科におけるESD(持続発展教脊ト国際教育J)
3月 H26年度海外校外学習交流校視察@打ち合わせ〈台湾@インドネシア〉教員派遣
3月 1年生1名ニュージーランド留学ヘ (1年間〉
3月 福患県のBritish什i1lsにてEnglishCamp実施 (1 • 2年次生希望者〉
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